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※ 今週のアウトルック（4/13～4/17）

　先週はイランとの停戦合意報道を受けて、水曜日に米ドル下落、原油先物下落、

NYダウは上昇と一気に反転しました。

今後についてはまだ不透明な部分も多く、大きくは動きずらい状況が続いています。

　今週もイラン情勢の報道に左右される場面はまだ多いと思いますが、

新しい材料が出てこなければ、どちらへも大きく動きずらい状況が続く可能性はありそうです。

　先週のドル円は、水曜日にイラン停戦合意の報道を受けて、一次158円付近まで

下落しました。

　その後、週末にかけて少し上昇し、159円台前半でNY市場を終了しています。

　今週もイラン情勢に関する報道には左右されそうですが、このまま停戦から

終戦という見通しが出てくるようであれば、まだドル円は下落する余地はありそうです。

逆に停戦が完全に破られるような状況となれば、160円を超えた上昇となる

可能性が高まりそうです。

ドル円の予想レンジは、157円～162円です。

　ユーロドルは、水曜日に一気に1.17台まで上昇して、1.172付近で

週末を迎えています。

　今週は1.18付近のレジスタンスを超えられるかどうかがポイントとなりそうです。

　ユーロ円は上昇を継続して、186円台後半で週末を迎えています。

今週は187円台に到達できるかどうかが、まずはポイントとなりそうです。

ユーロ円の予想レンジは、183円～189円です。

　ポンド円は終始上昇を続けて、215円付近まで到達して週末を迎えています。

このまま215円付近のレジスタンスをブレイクできるかどうかが、

当面のポイントとなりそうです。

ポンド円の予想レンジは、210円～218円です。

　WTIの原油先物が95ドル台まで下落しています。

ホルムズ海峡、イラン情勢がこのまま解決の方向に進むようであれば、

85ドル付近まで下落する可能性が出てきそうです。
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